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問題１ 
解答例 
 
Q1：C 
Q2：C 
Q3：B 
Q4：B 
Q5：C 
Q6：B 
 
問題２ 
解答例 
 
（1） 不正行為は論文撤回の主な理由ではあるが、いつもそうであるとは限らない。いく

つかの論文は、著者が自分自身の研究に意図せぬ間違いを発見したことを理由に撤
回されている。 

（2） 英語、スペイン語、ポルトガル語 
（3） 研究対象の約 20 年間に全体の撤回率が 4 倍に増加していた（2000 年には 10 万本

当たり約 11 本だった全体の撤回率が、2020年には 10 万本当たり 45本近くまで増
加していた）。 

（4） 「信頼できないデータ」とは、研究のオリジナデータが提供されていない、データ
が偏っていたりバランスを欠いていたりするなどの問題があることを意味する。 

（5） オーサーシップ管理システムの導入と研究者の意識の高まりによるものだろうと推
察される。 


